
今
回
の
台
風
で
住
宅
が
全
半
壊
、
ま
た

は
床
上
浸
水
し
た
世
帯
に
、
昨
年
に
引
き

続
き
「
災
害
救
助
法
」
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
災
害
救
助
法
と
は
、

応
急
的
な
住
宅
の
修
理
や
応
急
仮
設
住
宅

の
供
与
（
最
大
２
年
間
）、
生
活
必
需
品

の
支
給
な
ど
に
か
か
る
費
用
を
県
が
負
担

す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

ま
た
、
本
県
で
初
適
用
と
な
っ
た
「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
で
は
、
住
宅
が

全
半
壊
し
て
解
体
か
大
規
模
な
補
修
が
必

要
な
世
帯
に
対
し
、
生
活
再
建
費
用
と
し

て
最
大
３
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。
た
だ
し
、
世
帯
構
成
や
年
収
、
被

害
程
度
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
福
祉
保
健
課
（
℡．

６
８
―
７
５

１
３
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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被
災
者
支
援
法
が

本
村
に
適
用

被
災
者
支
援
法
が

本
村
に
適
用

被
災
後
の
９
月
９
日
、
村
田
吉
隆
国

家
公
安
委
員
長
（
防
災
担
当
大
臣
）
が

ヘ
リ
な
ど
で
本
村
の
被
災
地
を
視
察
し

ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
18
日
に
は
国
土

交
通
省
の
渡
辺
和
足
河
川
局
長
が
上
椎

葉
地
区
被
災
現
場
を
視
察
。
さ
ら
に
同

日
、
安
藤
忠
恕
宮
崎
県
知
事
が
上
椎
葉

地
区
の
避
難
所
な
ど
村
内
各
地
を
視
察

し
ま
し
た
。
椎
葉
晃
充
村
長
が
そ
れ
ぞ

れ
被
害
状
況
を
説
明
し
、
早
期
の
復
旧

と
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

国
家
公
安
委
員
長
ら
が

本
村
を
視
察

国
家
公
安
委
員
長
ら
が

本
村
を
視
察

今
回
の
災
害
は
、
家
屋
被
害
や
道
路

の
決
壊
、
大
規
模
な
地
滑
り
の
件
数
が

増
加
し
た
た
め
、
孤
立
状
態
と
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
断
絶
が
昨
年
よ
り
も
長
引
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
村
に
食
料
品
や

燃
料
の
不
足
を
招
い
た
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
た
ち
や
高
齢
者
な
ど
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
通
学
路
が
絶
た
れ
、
給
食
が
し
ば
ら

く
実
施
で
き
な
い
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
体
育
大
会
な
ど
学
校
行
事
の
中

止
と
変
更
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
高
齢
者

福
祉
ま
つ
り
、
平
家
ま
つ
り
な
ど
村
の

主
要
行
事
の
中
止
も
決
定
し
ま
し
た
。

９
月
30
日
、
役
場
で
今
後
の
対
策
な

ど
を
協
議
す
る
た
め
、
区
長
会
と
消
防

部
長
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
10

月
末
に
も
台
風
が
発
生
、
接
近
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
早
め
の
自
主
避
難
の
呼

び
か
け
や
危
険

地
域
の
対
策
に

つ
い
て
検
討
。

さ
ら
に
、
被
災

者
の
支
援
対
策

や
再
建
方
法
な

ど
も
協
議
し
ま

し
た
。 今

後
の
対
策
を
協
議

今
後
の
対
策
を
協
議

▲避難所を訪問した安藤知事

▲犠牲者への黙とうで始まった
消防部長会

９
月
４
日

台
風
接
近
の
影
響
で
早
朝
よ
り
雨
。

風
も
吹
き
始
め
る
。

情
報
連
絡
本
部
設
置
（
22
時
）。

９
月
５
日

風
雨
と
も
に
強
く
な
る
。

村
内
の
各
小
中
学
校
で
臨
時
休
校
。

災
害
警
戒
本
部
設
置
（
９
時
）。

災
害
対
策
本
部
設
置
（
17
時
）。

９
月
６
日

九
州
に
台
風
が
最
接
近
し
た
た
め
、

風
雨
が
激
し
さ
を
増
す
。

上
椎
葉
上
区
で
地
滑
り
が
発
生
（
７
時

40
分
頃
）
３
人
が
行
方
不
明
と
な
る
。

上
椎
葉
地
区
に
避
難
指
示
、
避
難
勧
告
。

電
気
、
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
各
地
で
断
絶
。
携
帯
電
話
も
使
用

で
き
な
い
状
態
と
な
る
。

総
雨
量
が
１
０
０
０
ミ
リ
に
達
し
、
各

地
で
土
砂
崩
れ
や
道
路
災
害
が
発
生
。

上
椎
葉
地
区
の
被
災
者
捜
索
に
あ
た

る
自
衛
隊
（
熊
本
県
）
が
、
道
路
決

壊
の
た
め
徒
歩
に
よ
り
到
着
（
22
時
）。

９
月
７
日

自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
に
よ
る
上
椎

葉
地
区
の
被
災
者
捜
索
（
７
時
30
分
）。

自
衛
隊
増
援
部
隊
が
到
着
し
、
１
５

０
人
以
上
の
体
制
で
捜
索
。

１
人
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
。

災
害
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

災
害
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

災
害
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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村
内
各
地
で
消
防
団
な
ど
に
よ
る
復

旧
作
業
が
行
わ
れ
る
。

９
月
８
〜
10
日

上
椎
葉
地
区
の
救
出
作
業
、
消
防
団

な
ど
に
よ
る
復
旧
作
業
が
依
然
と
し

て
続
く
。

国
道
２
６
５
号
の
一
部
復
旧
に
よ
り
、

村
道
経
由
で
五
ヶ
瀬
・
熊
本
方
面
の

通
行
が
可
能
と
な
る
（
９
日
）。

国
道
３
２
７
号
の
一
部
復
旧
に
よ
り
、

松
尾
地
区
中
心
部
ま
で
通
行
可
能
と

な
る
（
10
日
）。

孤
立
し
た
地
域
へ
支
援
物
資
な
ど
の

輸
送
が
行
わ
れ
る
。

電
気
が
一
部
の
地
域
で
復
旧
。

９
月
11
日

衆
議
院
選
投
票
日
。
災
害
の
影
響
で

一
部
投
票
所
が
変
更
。
投
票
率
は
全

体
で
76
・
８
％
。

上
椎
葉
地
区
の
被
災
地
で
、
残
る
２

人
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
。

自
衛
隊
、
県
警
、
消
防
団
な
ど
が
撤

退
。

電
話
が
一
部
の
地
域
で
復
旧
。

９
月
12
日

避
難
指
示
解
除
。

災
害
対
策
本
部
を
解
除
し
、
情
報
連

絡
本
部
へ
移
行
（
11
時
）。

本
格
的
な
被
災
者
支
援
と
災
害
調
査

が
始
ま
る
。

■人的被害

死者　３名

けが　２名

■その他の施設
（住居以外の建物）

全壊　11戸

■ライフライン

水道・電気はほぼ全域復旧

電話は、畑鳥ノ巣集落（松尾）と

一部の家庭で不通
■避難状況

11世帯　29名（上椎葉・松尾・尾向・鹿野遊）
■道路交通網（通行可能な主要道）

椎葉～五ヶ瀬町・熊本方面（国道265号と村道経由）

椎葉～南郷村方面（国道388号と林道経由）

椎葉～諸塚村・日向市方面（国道327号と諸塚村側で迂回路あり）
■道路・農業施設被害

・日向土木関係　 国道・県道 33箇所

河川・砂防・橋りょうほか 28箇所

被害額 6,537,800千円

・西都土木関係 国道 21箇所

河川 ９箇所

被害額 583,000千円

・椎葉村　 村道・河川・橋りょう 220箇所　

林道 97箇所

農業施設 358箇所

（作物被害含む）

治山 60箇所

被害額 11,668,235千円

■住宅被害

全壊 24 戸

半壊 12 戸

一部 ７戸

床上浸水 ６戸

床下浸水 14戸

被害総額

18,789,035千円
約187億円

（民間住宅等の被害除く）

※被害額は９月末現在のデータです。未
確定の箇所もありますので変わる可能
性が十分あります。

台風14号による椎葉村被災状況�
（９月末現在）�


